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【研究の背景・目的】 

北極域の海洋生態系を取りまく環境は複雑で、

海洋酸性化の進行という「悪影響」と海氷消失に

よる光環境の改善という「好影響」の変化が同時

に進行している。本研究では、近年、海氷融解が

最も激しく生じている海域（図１：黒丸）におい

て、北極域の海氷厚や海洋構造及び海氷面積変化

の把握や基礎生産量の時系列変化を把握し、培

養・飼育実験による海氷融解に伴う昇温や低塩化

への低次生産者の生理機能の応答の把握、海洋生

態系モデルにこれら現場データを組み込み、低次

生産変化の再現、魚類資源の応答の予測を目的と

する。 

 

【研究の方法】 

現場観測班と精密培養・飼育班及び海洋生態系

モデル班の３つのグループの相互協力の元で実施

する。具体的な研究計画を以下に示す。 

 北極域の海氷厚や海洋構造及び海氷面積変化

の把握：海氷の成長・融解に伴う海洋物理環境

の年変化を明らかにする。 

 海洋生物生産量の時系列変化の把握：生物群集

及び生産量について季節・年変化を明らかにす

る。衛星観測によって時系列かつ面的なプラン

クトン色素変化を明らかにする。 

 海氷融解に伴う低次生産者の生理機能の応答

把握：培養・飼育実験により、炭酸塩殻を持つ

円石藻と浮遊性有孔虫の生理機能が、海氷融解

に応答してどう変化するのかを明らかにする。 

 海洋生態系モデルによる低次生物生産の再現

と魚類資源の変化予測：資源変動モデルを構築

し、海洋生態系の再現、高次捕食生物の分布域

の変化を予測する。 

 

 

 

 

図１ 研究対象海域及び係留系設置予定点（黒

丸で囲った範囲と×印）点線の矢印は代表的な

北極海の海氷の動きを示す。原図：iAOOS, 

integrated Arctic Ocean Observing System) 

2008 report Edited by R. Dickson. 

 
【期待される成果と意義】 

 北極海のプランクトン等、魚の餌環境変化から

魚資源の将来像の予測結果を得る事が期待される

とともに、魚資源の予測は、新たに北極海漁業の

道を拓く可能性があり、グリーンイノベーション

の一環として日本の水産資源管理や産業分野への

貢献が期待される。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成２２年度－２６年度      

   １５２，３００千円 

 

【ホームページ等】 

総合・新領域系（複合新領域） 
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